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毛髪科学最前線—ヘアケアから再生医療まで—

毛と毛包の解剖・毛髪異常（AGA）

乾  重 樹 *

Anatomy of Hair Follicles and Hair Abnormality (AGA)

Shigeki INUI*

Abstract
Hair follicle is one of skin appentages and contains hair bulge where stem cells for maintenance of epidermis, hair fol-

licle and sebaceous gland. Terminal hair consists of hair cortex, medulla and cuticle. Hair follicle has hair cycle, repeating 
tissue regeneration and regression. There are three phases such as anagen, catagen and telogen. In androgenetic alopecia 
(AGA), anagen is shortened, resulting in miniaturization of hair follicle. Then, hair shaft diameter is also smaller. As a new 
AGA drug, dutasteride is interesting because there are some cases showing better effect by dutasteride than finasterid.
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1. はじめに：毛の生物学的意義

哺乳動物の毛髪は，紫外線，物理的外力，虫などから
の皮膚の保護，保温機能，感覚器機能としての重要な役
割がある。しかしながら，人類は進化とともに体毛は軟
毛化し，それを補うように衣類をまとい帽子をかぶり空
調設備を完備せざるを得なくなった。今では毛髪は自己
アピールやカモフラージュのためにしか機能していない
と思われがちであるが，頭髪や睫毛は防御として機能し
ている。本稿では毛髪についての基礎知識として毛包の
解剖やその異常，とくに男性型脱毛症（AGA）について
述べる。

2. 毛器官の構造

毛器官は Fig. 1に示すような皮膚付属器の一つで，表
皮基底層と連なるのが外毛根鞘であり，皮膚の深部の毛
球部で外毛根鞘細胞は毛母細胞となる。毛器官の最外層
は結合織毛根鞘である。毛母細胞は分裂して毛幹を構成
する毛髄，毛皮質，毛小皮となる。立毛筋付着部位付近
の外毛根鞘隆起部はバルジ領域と呼ばれ，表皮，毛器
官，脂腺などに分化しうる幹細胞が存在する。メラノサ
イトの幹細胞もここに存在している。Fig. 2は成長期に
ある毛包を示している。毛軸を中心に同心円柱状に層状
構造となっている。最深部の最も肥大した部分を毛球と
呼び，毛球では下端より血管を伴う結合組織が陥入し毛

乳頭を形成する。毛乳頭に接する部を毛母と呼び，各層
の細胞に分化する未熟な細胞群があり，活発に細胞分裂
する。胎生毛と軟毛は構造的には同一で毛髄質と通常は
メラニン色素を欠き，細く短く軟らかい。硬毛は中心よ
り毛髄，毛皮質，毛小皮の3層構造よりなり，毛母細胞
に由来する。毛皮質は毛の主体をなし，細胞質内には毛
軸方向に走る張原線維束が目立つ。毛髄，毛皮質，毛小
皮の細胞が角化して毛を作るが，毛のケラチンはハード
ケラチンと呼ばれる。毛母細胞と基底膜を境に合い接す
る間葉系組織は毛乳頭と呼ばれる。主たる構成細胞は毛
乳頭細胞である。毛乳頭細胞は in vitroで培養すると形
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Fig. 1. 毛器官全体の構造．


